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表紙のイラストについて
表紙作品は、障がい者芸術ライブラリーである
アートビリティの登録アーティスト、大谷絵美さん
の作品「ペンギン」です。

アートビリティは、1986年に社会福祉法人東京コロニーが
障がい者アーティストの経済的な支援を目的として設立した
アートギャラリー。作品使用料の60％が作家に還元されます。

大谷絵美（おおたにえみ）
1991年生まれ。大阪府在住。
障がいのある子どもたちの絵画コンクール、「第５回、第６回
キラキラっとアートコンクール」で優秀賞を受賞後、アートビ
リティの登録作家となる。以後、さまざまなメディアで活躍中。デデ

2007年 アートビリティ初登録。第92回二科大阪展入選。
2008年 産経はばたけアートアア フェスタ2008入選。

第20回アートビリティテテ 大賞・アサヒビール奨励賞受賞。
2011年 2011年度「コラボ・アート21」入選。
2013年 「アジア・パラアート展」パラアート賞受賞。

この報告書は、適切に管理された森林から切り出された木を原料とするFSC®認証
紙を使用し、環境に配慮した「植物油インキ」と有害な廃液を出さない「水なし
印刷」を採用しています。

色覚の個人差を問わず、できるだけ多くの人たちが
見やすいような表示を配慮しました。
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INDEXはじめに

独自の高分子重合技術や
評価・分析技術を用いて
開発したアクリル系粘着
剤は、300種類以上あり、
液晶テレビ、自動車、家電、
建材など、幅広い産業分
野で使用されています。

粘着剤

用途例（液晶テレビ・自動車など）

用途例（超撥水フィルムなど）

用途例（電子基板材料・塗料など）

用途例（トナー・化粧品など） 用途例（保護フィルム・家電など）

さまざまな工業材料に新
たな機能を付与する特殊
機能材は、電子基板材料
や塗料・インクなど幅広
い分野で使用され、環境
負荷低減に対応した製品
開発も行なっています。

特殊機能材

独自の重合技術により開
発された機能性微粒子で
ある微粉体は、粒径に
よってさまざまな特性を
持ち、複合機のトナーや
化粧品などに用いられて
います。

微粉体
粘着剤技術と塗工技術の
強みを活かした加工製品
は、ガラスや金属の表面
保護から光学・電子部品
加工用、金属接合まで、幅
広く使用されています。

加工製品

樹脂および金属の金型
（モールド）を用いた表面微
細加工技術であり、今後、光
学・エレクトロニクス・医療
などの分野で応用が期待さ
れています。

ナノインプリント
モールド
ソリューション プラントエンジニアリング

を中心に、熱媒体の販売や
各種メンテナンスなどを組
み合わせ、システム化した
製品・サービスを提供して
います。

装置・システム
（綜研テクニックス株式会社が提供しています）
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　当社グループは、事業活動において地球温暖化防
止と資源循環に積極的に取り組む環境経営を進めて
います。同時に企業としての社会的責任を担うべく社会すす
貢献に努め、法令遵守はもとより、内部統制システムを
充実させ、社会の公器にふさわしい企業体質を構築し
ています。すす
　本報告書では、ステークホルダーの皆さまへ、その進
捗状況についてご報告するとともに、当社グループの活
動をご理解いただくことを目指して、財務報告以外の情
報について掲載しています。今後とも、事業活動を通しすす
て企業としての社会的責任を果たし、持続可能な社会
の実現に向けて取り組んでいきます。すす

対象範囲と期間
本報告書は、当社グループ国内事業拠点（綜研化学、綜研テクニック
ス）の活動状況を中心に掲載しており、一部、海外グループ会社の取
り組みも紹介しています。
実績および取り組み内容は、2016年度（2016年4月1日～2017年3
月31日まで）を対象とし、組織・体制などは2017年4月1日現在のも
のを掲載しています。

ガイドライン
本報告書の作成にあたっては、環境省「環境報告ガイドライン2012
年度版」を参考にしています。

社 名

創 立
所 在 地

事業所・関連会社
（ 国 内 ）

（ 海 外 ）

資 本 金
株 式

売 上 高
従 業 員

：

：
：

：
：

：
：

綜研化学株式会社
Soken Chemical & Engineering Co.,Ltd.
1948年9月2日
〒171-8531 
東京都豊島区高田三丁目29番5号

狭山事業所・浜岡事業所
綜研テクニックス株式会社
綜研化学（蘇州）有限公司
寧波綜研化学有限公司
綜研化学アジア株式会社
綜研高新材料（南京）有限公司
盤錦遼河綜研化学有限公司（持分法適用関連会社）
33億6,156万円
東京証券取引所JASDAQ（スタンダード）
（コードNo.4972）
単体152億円（2017年3月期）
単体354名（2017年3月31日現在）

会社概要経営理念

技術を通して
社会に貢献する 綜研化学の製品とサービス
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T O P  M E S S A G E

独自の技術による事業活動を通して、
豊かな社会の実現に貢献します。

当社グループは、「小なりとも最優の会社となって社会
に貢献しよう」という創業の精神のもと、事業活動を展開
してきました。そこには、一人ができることは限られてい
ても、一人ひとりが活かされて価値を見出し、力を結集す
ることで大きな成果が生まれ、社会に貢献できる、という

思いが込められているのではないかと考えています。
事業活動のあらゆる場面において、当社グループでは
この精神を常に意識し、さまざまな製品・サービスを通じ
て豊かな社会の実現に寄与できるよう努めています。すす

多様な技術を融合し、確実な実績を残す3年へ
2016年度は中期経営計画『New Value-2016』の最

終年度として、「グループ総力を発揮して技術の組み合
わせによる新たな価値を創造する」を目標に活動しまし

た。大きな成果としては、部門間の連携が挙げられます。すす
ワーキンググループやクロスファンクショナルチームを立ち
上げるなど、さまざまな問題、課題を共有化して解決に
当たり、部門間の交流はより積極的になり、その結果、相
互理解という意識も高まりました。

　新中期経営計画『New ValuVV e 2019』では、3年後に
売上高300億円超という数値目標を設定しています。
まずはこれを達成し、次なる目標を策定していきます。
これまでの5年間で海外に対しての積極的な設備投資
や新規事業の開発投資を行なってきましたが、これから
の3年間はそれらを活かし、実績に繋げる期間だと考え
ています。すす

開発機能を強化し、パートナーとより緊密に
　当社グループの売上高に対する研究開発費の比率
は高く、従業員の半数以上が研究者あるいは技術者

です。すす 2017年度には、その強みをさらに活かしていくた
めに研究開発センターのもとで将来を見据えた開発を

進めています。また、中国での開発機能をより一層強化すす
して、現地での市場ニーズに即した製品・サービスを
提供していくとともに、10年先20年先の成長に向けた新
たな技術の創出にも注力していきます。すす

　サプライヤー様をはじめとしたパートナーとの緊密
な関係も当社グループの強みの一つです。より良い関

係があってこそ事業の継続性が実現できます。これからすす
も当社グループ一丸となってより強固な信頼関係の構
築に努めてまいります。すす

成果と充実感を引き出し、働く喜びの実現へ
　事業活動における安全性に関しては、まず自身が安全
であるということが担保できてこそ、近隣地域に対して
安心していただけるものと考えています。安全は安心をすす

生み出すための第一歩と捉え、従業員の安全の確保、
地域の皆さまへの安心の提供に取り組んでまいります。すす
さらに、働き方改革については、従業員と会社側双方が

合意して進めていかなければならない重要な課題と考
えます。一人ひとりが働きやすい環境を整えることは大

切ですが、就業時間の中でメリハリを持って働き、成果
を出し、充実感を得ることが、経営理念に示す「働く喜
びの実現」にも繋がっていくものと考えます。すす
　また、地域との交流では、従業員が国内外でさまざま

な活動を行なっており、特に中国の寧波市におけるボラ
ンティア活動は高い注目を集めています。こうした活動

代表取締役社長代表取締役社長

が特別なものではなく、暮らしの中の日常的な行動とし
て根付いていくよう、積極的に支援し、地域の皆さまと
の共生にも努めてまいります。すす

技術集団として創業以来培ってきた技術力を活かし、
革新的な製品・サービスを提供し続けることが、当社グ
ループにとって企業として果たすべき責任であり、創業
の精神そのものであると考えます。来年、創業70周年をすす

迎えますが、あくまで100年、200年と続くための通過点
にしか過ぎません。まず2017年度は新中期経営計画の
初年度として、その目標を達成することが重要であると

考えています。そしてこれまで通り、一年一年確実に目のすす
前の課題をクリアして、まずは100年に繋げていくための

重要な一年だと考えています。すす
長期ビジョンとして掲げている「なくてはならない企

業」であるために、一人ひとりが「なくてはならない人」と
なり、企業の価値を向上させるよう創意工夫を持ち、皆

さまのご期待に応えるべく努力してまいりますので、今
後とも一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。すす
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綜
研
化
学（
日
本
）

昔から仕事と家庭の両立はしやすい風土
妻：私は社内で2人目の産休・育児休業等の利用者で
あり、また育児短時間勤務については初めての利用者
でした。当時は会社側も積極的に意見を聞いてくれたの
で、綜研化学のワークライフバランスを作る良いきっかけ
になったのではと思っています。今は、子どものことで急
に休む可能性を想定し、周りの方 と々コミュニケーション
を取りながら、上手く両立できるようにしています。
夫：私もフレックスタイム制度を利用して積極的に子
どもの面倒をみています。妻だけに負担がかからないよ
うに家事の共有のほか、看護休暇なども利用してお互
いのキャリアの妨げにならないように工夫してきました。
綜研化学は誰でも仕事と家庭の両立がしやすいのでは
ないかと思います。

夫 ：綜研テクニックス株式会社 出向
 装置システム部
 設備診断チーム 坂下 隆司
妻 ： 綜研化学株式会社 加工製品部　坂下 雅代

日 本

家族構成・
子ども

女性の
職場復帰

定年制度

共働きで
子どもは保育園へ預ける

60歳（再雇用制度あり）

待機児童問題など、
仕事と家庭の両立には
課題が多い

中 国 タ イ

共働きで子どもは祖父母が世話をする

出産後1年未満で職場復帰することが多い

男性60歳、女性55歳 55歳

従
業
員
の
活
躍
を
支
え
る

綜
研
化
学
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み

こんなに違う！ ～各国・地域の慣習～

経
営
理
念
に
定
め
る

「
働
く
喜
び
」の
実
現
の
た
め
に

特 集

●出退勤の際には会社からの送迎バスを利
用できる。

●時代に先んじて自動販売機を導入、会社の
補助により安く購入できる。

●誕生日などのお祝いごとには、ケーキ券や
祝金などを贈呈。

●毎年、社員旅行や新年会・忘年会・運動会
などを実施。

当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
従
業
員
が
活
躍
で
き
る
よ
う
に
さ

ま
ざ
ま
な
制
度
を
設
け
る
ほ
か
、会
社
が
所
在
す
る
国
や

地
域
の
慣
習
に
応
じ
た
独
自
の
制
度
も
整
備
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、従
業
員
を
支
え
る
グ
ル
ー
プ
会
社
の
制
度
や

取
り
組
み
の一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

綜研化学では、従業員一人ひとりが活躍できるような支援制度を充実させるほか、自ら
の能力を積極的に伸ばすことができる環境も整えています。今回は、実際に仕事と家
庭を両立させている従業員に、綜研化学の取り組みについて語っていただきました。

中国・タイ独自の福利厚生

など

会社からの評価は士気向上に繋がる
夫：ある日、上司から昇格の推薦をいただき管理職
になりました。上位者として悩むこともありますが、以
前より仕事が楽しいと感じることが多くなりました。他
にも職務チャレンジ申告もあるので、仕事のモチ
ベーション向上に繋がります。
妻：管理職への推薦は2度ほどあったのですが、そ
の時は自分のキャリアよりも家庭のことを優先にした
かったので断っていました。その後、子どもがある程
度自立できるようになった際に、考課面接で上司に自
ら昇格の申請をしました。育児休業制度を利用して
も、ちゃんと従業員のキャリアアップを支えてくれるの
でとてもありがたいです。

自分たちの経験を会社の価値向上に繋げたい
夫：業務では、携わっている設備の新たな補修技術
を開発したいです。あとは将来孫の顔を見るまで健
康でいられるように、家族でスキーを楽しみたいです。
妻：これまでの自分の経験を活かして、綜研化学が
“育児休業を取得した社員でもキャリアアップできる
会社”となるための一助となりたいと考えています。
男女関係なく働き続けられることが普通になるような
仕組みづくりができればいいなと思います。

1歳もしくは1歳6カ月までの子を対象に取得可能であ
り、女性だけでなく男性も取得しています。

育児休業
雇
用

1日の所定労働時間を7.5時間とし、始業と終業時刻を
従業員に委ねています。

フレックスタイム制（コアタイムあり）
雇
用

年に1回、職務やコース変更の申告ができ、従業員の仕
事への意志確認をしています。

職務チャレンジ申告
雇
用3歳に満たない子を養育する従業員は、1日の勤務時間

を6時間に短縮できます。

育児短時間勤務福
利
厚
生

法定より対象期間が長く、小学校卒業前の子を養育す
る従業員は、半日単位で休暇が認められています。

看護休暇福
利
厚
生

従業員の仕事を公平・公正に評価するため、年に2回上
司と面接しています。

考課面接
雇
用
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特 集

中国グループ会社と日本で
安全と環境について意見交換
綜研化学（蘇州）と寧波綜研化学、綜研高新材料（南京）、
さらに日本の安全・環境・品質保証室が合同で、安全・
環境について意見交換をする“SK-China”という交流
会を実施しています。2016年度は
浜岡事業所などの工場見学と安全
対策について研修を行ない、危険
作業について勉強しました。この交
流会で学んだことを自社の安全対
策に活かしていきます。

韓 冬冬

蘇州工業園区の模範工場として、従業員の安全・環境に関する勉強会を実施し、スキル
アップを図るとともに、全社員で企業価値向上に向けて積極的に取り組んでいます。

従業員の職場環境向上のため、毎年規程
や制度の見直しを実施しています。

規程や制度の改訂
雇
用

帰宅ラッシュを回避するため、従業員から
の希望により昼休憩を30分に短縮し、終業
時刻を繰り上げました。

終業時刻の繰り上げ
雇
用

全女性従業員の要望により、事務用の制服
を導入し、就業意識を高めています。

制服を導入福
利
厚
生

福
利
厚
生

日中の研究者・技術者は定期的に会
議を実施し、情報交換をしています。
対象外の従業員も会議を見学でき、ス
キルアップを支援しています。

日本と合同会議を開催
教
育

教
育

福
利
厚
生

「緑豊かな化学工場」を目指す従業員によ
る緑化運動が盛んです。桜、ビワなどを植
樹し、工場内を明るく和やかにしています。

植樹活動
そ
の
他 自らのスキルアップで企業価値を向上

従業員のスキルアップを応援してくれる資格手当は、自己啓発や専門知識向上に
とても有効な制度です。業務に関係した自己啓発のための手当が支給されるので、
スキルを高めることができます。今後は、取得した資格を使って、会社に貢献して企業
価値向上に繋げられ
るように努めていきます。

劉明宝

2017年2月にISO19001認証を取得するなど、生産や安全に関する活動に積極的に取り組み、従業員の
スキルアップをサポートしています。

産後1年間は毎日授乳休みとして
育児に充てる時間を1時間設けて
いますが、希望者には一定期間ま
とめて取得することを可能にし、女
性の就労と育児を支援しています。

育児時間の調整

業務に関連する資格取得を奨
励し、会社から手当を支給して
従業員のスキルアップをサ
ポートしています。

資格取得を奨励

お母さんの愛の部屋
育児と仕事の両立を支援するため、搾乳室を設置しまし
た。以前は、トイレで搾乳していたのですが、プライベート
な部屋を設置したことで、衛生的に
も安心して搾乳できるようになりまし
た。室内には、母乳保管用の冷蔵
庫や消毒ティッシュなど必要な備品
を揃えており、従業員の満足度はも
ちろん、仕事の効率の向上にも繋
がっています。

創立22周年を迎え、勤続20年以上の従業員が多数在籍しています。ボランティア活動が
盛んで、清掃活動や募金活動などへ積極的に取り組んでいます。

製造現場などでは、従業員の重労働に配慮
して役職に定年を設け、若手社員の昇給
へのモチベーション向上にも繋げています。

役職定年制度
雇
用

産後休暇からの復帰が早い女性従業
員からの要望で搾乳室を設置し、子育
てを支援しています。

搾乳室を設置

綜研化学（蘇州）と合同で5S成果発表会を
開催し、5S意識の向上を図っています。

5S成果発表会
教
育 入社時に、新入社員と管理職との懇親会を

開催し、交流を深めています。

新入社員との懇親会そ
の
他

全社的な表彰に加え、製造部門では3カ月
に1度表彰を実施し、従業員のスキルアップ
を評価しています。

製造部門内の表彰
表
彰

李依群

中国国営企業との合資会社のため、福利厚生や教育制度などは充実しています。

タイにある綜研化学アジアでは、従業員が安心して働けるよう、福利厚生の充実に努めています。

寧
波
綜
研
化
学

綜
研
化
学
ア
ジ
ア

盤
錦
遼
河
綜
研
化
学

綜
研
高
新
材
料（
南
京
）

綜
研
化
学（
蘇
州
） 福

利
厚
生

福
利
厚
生

男性は一生に一度は出家する
「出家休暇制度」を活用し、30日間出家をしました。タイでは、国民のほとんどが敬虔な
仏教徒で、男性は一生に一度は出家し、仏門に入る慣例があります。この制度のおか
げで、私もタンブン（徳を積むこと）ができ、一人前の仏教徒になることができました。会
社の「出家休暇制度」
に感謝しています。

ワチャラ・チャイプラコーン

従業員と会社が毎月一定額を積み
立て、退職時に受け取れる制度で
す。会社の積立金は勤続年数が長
いほど多く受け取れ、従業員のモ
チベーション向上を図っています。

積立金制度

会社独自の制度として、出家の
際には、30日を限度として（う
ち15日は有給）休暇扱いとし
ています。

出家休暇制度

福
利
厚
生

教
育

応急訓練を実施
化学原料を扱う工場なので安全への取り組みはとても大事にしています。火災応急訓練
では、盤錦市安全監督局や興隆台区政府などが見学する中、全員参加で消火訓練や
通報訓練、応急処置訓練などを行ない、火災事故予防と災害時の初期対応について再
確認しました。今後も全
従業員が安全について
の意識を維持・向上でき
るよう、努めていきます。

王俊海

従業員のリフレッシュのため、
昼休みは2時間に設定し、ス
ポーツなどをして休憩時間を
充実させています。

昼休みの延長

毎月工場内の監査を実施する
など安全に関しては徹底してお
り、従業員が安全で安心して働
けるように安全教育が徹底さ
れています。

安全教育の徹底
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綜研化学倫理綱領ハンドブック

2015年4月1日　制定
2016年4月1日　改定

株主総会

取締役会
取締役 ・ 社外取締役監査役会

監査役
社外監査役

企業倫理委員会

安全衛生委員会 他

執行役員

営業部門・生産部門・研究開発部門・管理部門

子会社

事業推進会議代表取締役社長

1. 取締役および従業員の職務の執行が法令および定款に適合することを確保
するための体制

2. 取締役の職務の執行に関する情報の保存および管理に関する体制

3. 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

4. 取締役の職務の執行が効率的に行なわれていることを確保するための体制

5. 当社およびその子会社から成る企業集団における業務の適正を確保する
ための体制

6. 財務報告の信頼性を確保するための体制

7. 監査役の適正監査を確保するための体制

8. 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における
当該使用人に関する事項および使用人の取締役からの独立性に関する事項

9. 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方およびその体制整備状況

コーポレート・ガバナンス体制図

内部統制システム構築の基本方針

綜研化学倫理綱領について社員が理解を深め、意識向上を
図るため、事例を交えて分かりやすく解説したハンドブック
を作成し、いつでも社員が確認できるように社内イントラ
ネットに掲示しています。2016年度は倫理綱領ガイドライン
と事例集を統合し、よりわかりやすい内容に改定しました。

綜研化学倫理綱領ハンドブック

コンプライアンスに関する問題を早
期に発見し、解決する自浄システム
として、「内部通報・相談窓口」を設け、
法令違反の未然防止に努めていま
す。

内部通報・相談窓口

コンプライアンスの徹底のため、企
業倫理委員会を設置して四半期毎
の定例委員会を開催し、日常的な法
令遵守状況の定期的なチェックや改
善のための提言を行ない、取締役会
にその状況を報告しています。

企業倫理委員会

コーポレート・ガバナンス
当社グループは、適切な企業統治の推進・徹底を図ることにより、企業としての社会的責任を果たし、関係する皆さま
から信頼していただけるよう努めていくという基本方針の下、必要となる体制やシステムを整備するとともに、その
改善にも継続的に取り組んでいます。

コーポレートガバナンスの詳細やその他の取り組みについては、
当社ホームページでご紹介しています。

コーポレート・ガバナンス体制

　コーポレート・ガバナンス強化のため、取締役会において「内部統制
システム構築の基本方針」を決議し、業務の適正を確保するための体
制の整備を進めるとともに、その進展や状況に応じて、必要な改定を

内部統制システム

　当社グループでは、企業価値を損ねる可能性がある重要なリスクに
ついて、適切な管理体制を整備するとともに、その運用・評価・改善に
努めています。

リスクマネジメント

行なっています。この基本方針に則り、法令遵守体制の強化、リスクマ
ネジメントの推進等に取り組み、業務の適正を確保するための体制構
築に努めています。

　反社会的勢力との関係を根絶することを基本的な方針とし、綜研化
学倫理綱領において「あらゆる反社会的勢力からの不法・不当な要求
には応じず、一切の関係を遮断する。」と定めています。反社会的勢力

反社会的勢力排除に向けた対応

http://www.soken-ce.co.jp/company/governance.html

との関係根絶に関する社内教育や所管警察署、弁護士等の外部専門
機関との連携など、反社会的勢力による被害防止を図る取り組みを進
めています。

　取締役会は、社外取締役1名を含む6名で構成され、毎月開催する
定例の取締役会において、法令で定められた事項および経営上の重
要な事項の意思決定ならびに業務執行状況の報告を行なっています。
また、執行役員制度を導入しており、取締役による経営の意思決定
および監督機能と執行役員による業務執行機能を分離することで、
経営の透明性・公正性を高めるとともに、業務執行の迅速性・効率性
を確保しています。

　法令遵守体制の基礎として、「綜研化学倫理綱領」
を定め、綜研化学倫理綱領ハンドブックなどにより、
その遵守を図っています。

コンプライアンス

選任/解任
選任/解任選任/解任

報告

報告・提案指示

報告

監査

監査

監査
提言

報告・提案

報告

監査

報告

連携

指示

内部監査室

会計監査人

審議結果の
報告・提案

経営監視

法令を遵守し、社会的規範や良識に基づいて行
動する。

綜研化学倫理綱領

1.

人格･人権を尊重し、不当な差別を排除する。2.

国内外を問わず、その土地の文化や慣習を尊重
し、地域との共存共栄に努める。

3.

安全確保と地球環境保全に積極的に取り組む。4.

あらゆる反社会的勢力からの不法･不当な要求
には応じず、一切の関係を遮断する。

5. 綜研化学倫理綱領ハンドブック

　監査役会は、常勤監査役1名、社外監査役2名を含む非常勤監査役
3名で構成され、取締役会等の重要会議に出席し、必要に応じて意見を
述べるとともに、業務監査などを通じて取締役の職務執行を監査して
います。また、内部監査室および会計監査人と情報・意見交換を行な
うなど必要な連携をとり、業務・内部統制監査の充実を図っています。

　なお、重大な危機が生じた場合には代表取締役社長を本部長とす
る対策本部を設置し、損失を最小限にとどめるよう努めます。
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国内展示会（エヌプラス）

PCHi2017広州

　経営の透明性を高め、企業としての説明責任を果たすため、各種IR
活動や情報開示ツールを通じて株主・投資家の皆さまに情報をお届
けしています。

株主・投資家の皆さまとともに
当社グループは、経営理念に「株主の皆さまからの共感を実現していくこと」を定め、適時適切な企業情報開示で、信
頼性と透明性の保持に努めています。

お客様・お取引先の皆さまとともに
当社グループは、お客様・お取引先の皆さまとの信頼関係を大切にし、お客様にとっての「一番身近な存在」であり
続けたいと考えています。また、お取引先の皆さまとは、「相互発展に向けた良い関係」を築いていけるよう努めてい
ます。

顧客満足の絶えざる向上を目指し、品質
マネジメントシステムの実践とその有効
性を継続的に点検し、顧客の期待に応える
魅力ある製品とサービスを提供します。

品質方針

1.
法令・規制要求事項の遵守は当然のことと
して、顧客の品質に対する要求事項を満た
すことが、顧客からの信頼を確保する上で
重要であるとの認識を社内に徹底します。

2.
品質方針と整合した品質目標を設定し、
その見直しを含めた目標管理の仕組みを
作り、実践します。

3.

毎年定時株主総会後に、当社技術や製品を身近に感じていただ
けるよう、株主の皆さまとの懇談の場を設け、さまざまなご質問
にもその場でお答えし、交流を深めています。

株主懇談会

新規事業製品の紹介や、既存製品の機能拡大などのＰＲを中心
に、国内・海外の展示会へ積極的に出展しています。来場者の
方々とさまざまな情報交換を行ない、交流を深めています。

国内・海外の展示会へ出展

中間、期末の年2回、事業活動の概況をお届けしています。

ビジネスレポート

中間、期末の決算発表
後に機関投資家、証券
アナリストの皆さまを対
象に説明会を開催して
います。

決算説明会

当社グループでは、国内の生産拠点
（ケミカルズ部門）においてISO9001
の認証を取得しており、品質マネジメ
ントシステムの構築と継続的な改善を
行なっています。

ISO9001認証取得状況

お取引先の皆さまとのより近い関係作りと横断的な製品紹介を
目的として、綜研化学・綜研テクニックス 製品・サービス説明会
を開催しました。

製品・サービス説明会開催

投資分析に必要な情報を掲載して
います。

FACTBOOK

迅速な情報開示に加え、展示会出展情報なども随時公開して
います。

ホームページ

ＩＲ活動

利益配分に関する基本方針

　お客様の期待に応える魅力ある製品とサービスの提供を実現する
ため、品質方針を定め、品質マネジメントシステムを構築して革新的
な製品開発と安全で安定した品質を確保しています。

　また、お客様・お取引先の皆さまとのコミュニケーションを図るため、
展示会出展や製品・サービス説明会などを開催しています。

お客様へ確かな信頼をお届けするために

市場調査部長
吉野 雄二郎

お取引先の皆さまと交流を深め、当社
グループの事業やサービス、取り組ん
でいる研究開発テーマを幅広く知っ
ていただくことを目的に開催しました。
初めての試みで運営面に反省点もあ
りましたが、多くの来場者をお迎えする
ことができ、懇親会の場では活発な質
疑がなされていたことを鑑みると、目的
は達せられたと思います。今後も形式
を変えて、さまざまな切り口でお取引
先の皆さまと当社グループの橋渡しに
なる企画を立案していきます。

　当社は、株主の皆さまに対する利益還元を重要政策の一つと考え、事業拡
大や技術革新に対応した設備・研究開発投資による収益性の向上、財務体質
の強化を図りながら、配当水準の向上と安定化に努めることを基本方針とし

ています。2016年度の利益配当金につきましては、利益配分に関する基本
方針に基づき、同期の業績結果を踏まえ、さらに株主の皆さまの日頃からの
ご支援にお応えするため、1株当たり45円（普通配当+特別配当）としました。

担当者よりひと言
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目　　標 目標達成に向けた対策 （例）

効率的な仕事、付加価値の
高い仕事への改善で
総労働時間を削減する

子を持つ、または
要介護者を持つ社員が
働きやすい職場環境を作る

❶育児・介護に対する制度や取り
組み等をまとめた資料の作成、
配布

❷介護と仕事の両立について外
部セミナーを企画・実施

❶残業が多い部門への取り組み
検討

❷定時退社日実施回数と退社時
間の見直し

❸有給奨励日や計画有給の導入

など

（右）経営管理部 経理G　大藤 智也

第1期から取り組んできた、月2回の定時退社日や看護休暇の制
度は定着し、総労働時間は徐々に削減できています。引き続き、
最終目標である“総労働時間1,800時間”達成に向けて、上記の
対策を実施し、職場環境の改善とすべての従業員が「働く喜び」
を実現できるように取り組んでいます。

産業医による講演を定期
的に開催し、従業員の健康
への意識を高めています。
2016年度は「生活習慣病
３大疾病について」をテー
マに開催し、従業員自ら生
活習慣の改善に取り組め
るようサポートしています。

産業医による講演

当社グループでは法令に先んじて2012年からストレスチェック
を年に1回実施しています。また、全事業所に専門のカウンセラー
を配置し、従業員の心の健康をサポートしています。

ストレスチェックと国内全事業所でのカウンセリング

国内全事業所で安全衛生委員会による安全パトロールや新たに
取り扱う化学物質のリスクアセスメントなど、各職場に応じて労
働安全衛生向上に取り組んでいます。

安全衛生管理体制

中国語基礎研修

浜岡サッカー部 スキー部

産業医講演

従業員とともに
当社グループは、経営理念に定める「働く喜び」を実現するため、全従業員が働きやすい職場環境の実現を目指して、
さまざまな支援制度を設けています。

従業員の健康と安全のために

従業員の能力開発を支援し、さらなるスキルアップをサポートす
るため、さまざまな人材育成制度を導入しています。「新入社員
研修」をはじめとした「階層別研修」のほか、「技術安全研修」や
「専門教育」、語学の自己啓発をサポートするために外部講師を
招いた「語学研修」などを行なっています。

各種研修制度

組織の活性化や従業員のモチベーション維持向上を目的として、
日々の業務への取り組みや成果など、模範となる活動を称える
表彰制度を導入しています。毎年創立記念日である9月2日に永
年勤続者とともに表彰を行なっています。

表彰制度

社会人1年目をサポート
するため、先輩社員をブ
ラザー・シスターとして
任命し、相談に乗ったり
アドバイスを行なったり
しています。

仕事以外にも社会人としての心
構えやマナーも教えていただき、
とても心強かったです。2年目か
らは私も先輩として後輩たちの
見本になれるように頑張ります。

（左）経営管理部 経理G　吉田 英徳

ブラザー・シスター制度は社内
コミュニケーションを円滑にする
良いきっかけを作ってくれました。
これからさまざまなことに興味を
持って、新人らしくたくさん挑戦
をしてください。

ブラザー・シスター制度

2016年6月に長男を出産し、育児休業を経て2017年4月に復職しました。不安はありまし
たが、周りの方々が温かく声をかけてくださり、安心して休業・復職することができました。
現在は育児短時間勤務制度を利用しています。保育園の送迎や息子の世話、家事な
ど、時短勤務でなければこなせないと感じる部分が多く、とてもありがたく感じます。また、
時間に制約があるため、業務の効率化・標準化についても見直す良い機会になりまし
た。今後は、仕事と育児の両立ができる環境に感謝し、どちらも精一杯頑張りたいと思
います。

厚生労働省が定める次世代育成支援対策推進法に基づいて、次世
代育成支援のための行動計画を立て、実行しています。2011年8
月から取り組んでいる次世代育成支援のための行動計画は第3期
を迎え、総労働時間削減や有給休暇取得促進を中心に仕事と家庭
の両立を支援しています。

次世代育成支援

次世代育成支援のための行動計画（第3期）

達成目標
総労働時間
年1,800時間

（2015年12月1日～2017年11月30日）

5年後、管理職に占める女性の割合を
10％以上とすることを目指す

同法律にある企業の課題分析結果により、当社グループは女性
の管理職比率が低いことが大きな課題と捉え、「管理職に占める
女性の割合の向上」を目標に、将来管理職候補となる従業員の
就業意欲向上に繋がるよう、すべての従業員を対象とした働き
方の改革を進めていきます。

2016年4月1日より、「女性の職業生活における活躍の推進に
関する法律（女性活躍推進法）」が施行され、自社の女性の活
躍に関する状況把握・課題分析、その課題を解決するのにふさ
わしい数値目標と取り組みを盛り込んだ行動計画の策定・届
出・周知・公表をすることが義務付けられました。
当社グループは以前より、女性従業員を含むすべての従業員
にとって働きやすい職場風土の醸成に取り組んできましたが、
この法律に基づき、次のとおり当社の行動計画を策定しました。

女性活躍推進

女性活躍推進のための行動計画

達成目標
管理職に占める女性の割合

10％以上

（2016年4月1日～2018年3月31日）

従業員同士のコミュニケーションをより活発にするために、社内
クラブ活動をサポートしています。

社内クラブ活動（綜和会）

従業員を支える制度

　仕事と生活の調和（ワークライフバランス）の実現を目指し、総労働
時間の削減や、育児・介護支援制度の拡充など、従業員が働きやすい
環境づくりに努めています。

ワークライフバランスの推進

育児休業取得者の声

総務人事部 人事G

秋田 知世
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九州工業大学

黒岩 祐介さん

狭山市の七夕祭りで清掃ボランティア

御前崎市の園児に川とふれあう機会を
提供するため、めだかを配布する活動に参加

ハローワーク掛川が主催する高校生に向けた
企業説明会に参加 作業中の様子

樹脂生産部 樹脂生産工場 浜岡1Ｇ 1Ｔ

池田 将太

樹脂生産部 樹脂生産工場 浜岡1Ｇ 1Ｔ
福水 拓弥

今回のインターンシップでは、社内の安全対策が特に印象に残りま
した。研修の最初に行なわれた安全教育では、工場内の歩き方や
確認の際に行なう指差し確認などを学ぶことができました。実験を
行なう際には、チェックシートを使って始業・終業の点検をしっかりと
行なうことや、安全に作業ができるように深く
考えられた実験方法など、大学では経験で
きないことをさせていただきました。安全面を
通して、企業で働くことをより深く知ることがで
きました。貴重な体験をさせていただきありが
とうございました。

地元を火災や水害から守るため、
災害発生時は昼夜問わず出動
します。また、地域の防災訓練で
は町内の人たちに消火器の使い
方を教えたり、注意喚起などの
火災予防活動を行なうことで住民
の皆さんが安心して暮らせる地
域づくりを行なっています。

牧之原市消防団に入って４年目
になります。月に２回訓練を行な
い、迅速な消火活動ができるよう
に日々 備えています。入団当初は
覚えることが多く大変でしたが、
地域の方と交流もできて楽しいこ
ともあります。今後、地域貢献の
ために入団者数が増えることを
期待しています。

基 本 方 針

地域の皆さまとともに
当社グループは、社会的責任を果たすための社会貢献と事業所が所在する地域との積極的な交流に努め、社会との
共生を図るため、さまざまな活動を行なっています。

環境負荷低減のために
当社グループは、経営理念に「環境保全を指向しつつ社会に役立つ革新的製品を提供すること」を定め、以下に示す
環境方針に則り、自主的、積極的に環境負荷低減を目指した企業活動に取り組んでいます。

地域交流・ボランティア活動
　地域交流を兼ねたボランティ
ア活動やイベントに積極的に参
加しています。

インターンシップの受け入れ
　当社での就業体験を通して、社会や仕事について理解を深めるとと
もに、自身のキャリアについて考える機会としていただくため、イン
ターンシップを受け入れています。

防災訓練
　緊急・災害時の対策として、各事業所で自衛消防隊を組織してい
ます。防災訓練では地元消防署の指導を仰ぎ、避難経路および初期
消火手順の確認と、実際の消火訓練も行なっています。危険物施設を
持つ狭山事業所と浜岡事業所では、年2回（春・秋）実施しています。

消防団との協力
　浜岡事業所では、御前崎市および近隣の牧之原市の消防団協力事
業所認定を受けており、緊急時に、消防団所属の従業員は、地元消防
活動を優先できるようにしています。
　また、狭山事業所では、近隣の皆さまが地震などで被害を受け、避
難が必要になった場合に、建物の一部を避難所として提供できるよう
整備しています。

社会参加促進への取り組み
　前年度に引き続き、今年度も
ナノインプリント製品部で使用
するノベルティの封入を目白福
祉作業所に依頼しました。取り扱
いが難しい製品ですが、作業者
の方々には「やりがいを感じまし
た」とのお言葉をいただきました。
今後も社会参加促進の一助とな
るよう、相互の発展に向けて努め
ていきます。

インターンシップを終えて 地元消防団活動に参加して

綜研化学グループは、独創的な研究開発・技術を追求する研
究開発型企業として、粘着剤、微粉体、特殊機能材等の高機
能ケミカルズ、それを応用した加工製品および装置関連事業

等の事業領域で、環境保護を指向した製品を開発し、生産・
販売活動に努めます。社員一人ひとりが地球環境に配慮した
企業活動を行い、環境保護に努め、社会に貢献します。

環境方針

全員参加のもとに環境保護活動（汚染の予防、持続可能な資源の利用、気候変動の緩和及
び気候変動への適応、生物多様性及び生態系の保護）を進め、環境パフォーマンスを向上させ
るための環境マネジメントシステムの継続的な改善と汚染の予防に努めます。

1.
関連する法令等の要求事項の遵守義務を満たすとともに、
高い倫理観と良識をもって社会的責任を果たします。2.

行 動 指 針

事業活動や製品が環境に与える影響を評価し、
環境改善の目的および目標の設定と、見直しを含め環境改善を進めます。1.
省エネルギー活動を主体とした「地球温暖化防止」と
３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）による「資源の循環」に取り組みます。2.
化学物質による汚染の予防など、環境リスクの低減に努めます。3.
環境にやさしい製品の開発に努めます。4.

２０１７年 ３月 ６日
綜研化学株式会社
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経営者 環境管理
責任者

環境管理委員会

A部門 部門長 A部門

B部門

C部門

D部門

B部門 部門長

C部門 部門長

D部門 部門長

目　　標 評 価2016年度実績

INPUT 総生産量 35.27千t OUTPUT

再資源化率（実績） 再資源化率（目標）

環境マネジメントシステムで定めたルールに適合できていない状態を指します。

※1 環境不適合

※1 環境効率

環境マネジメントシステム推進体制

　単年度計画の重要課題３項目のうち、「地球温暖化防止の推進」において粘着剤製品・特殊機能材製品、微粉体製品の環境効率と非生産部門の
ＣＯ２排出量は設備稼働によるエネルギー使用量の増加により、目標は未達となりました。しかし、その他の項目については概ね目標を達成しました。
　これらの結果を踏まえ、引き続き環境配慮型製品の販売促進とエネルギー使用量の削減に取り組み、環境に配慮した企業活動を一層推進して
いきます。

環境単年度計画
2005年に策定した第一次環境中期計画以来、３ヵ年計画により環境保全活動を推進してきましたが、2015年度より
各部門の事業計画に基づき活動できるように単年度計画に変更し、環境配慮型製品の売上高比率向上などに取り組
んでいます。

環境マネジメントシステム
当社グループの環境マネジメントシステムへの取り組みは、2002年3月の狭山事業所での認証取得から始まり、
2003年2月からは本社・浜岡事業所に拡大し、事業活動における環境負荷低減を目的とした活動に取り組んでいます。

2016年度環境目標と実績

×
×
○
×

○

○

　当社グループの企業活動および生産活動のために投入したすべての
原材料、エネルギー、水資源（ＩＮＰＵＴ）に対して、製品の生産量、排出

マテリアルフロー

環境マネジメントシステムの推進体制

廃棄物量と再資源化率

3,524 3,111 2,22,20808
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代表取締役社長 安全・環境・品質保証室長

物、リサイクル量など（ＯＵＴＰＵＴ）から環境負荷を把握し、より効率的
な生産活動によってさらなる資源の有効活用に取り組みます。

　これまでは、国内事業拠点である本社・狭山・浜岡事業所を活動単
位としたサイト制でしたが、2015年度から推進体制を職制に基づく
体制に変更し、規格改訂で追加された要求事項である「組織の事業プ
ロセスへの環境マネジメントステムの統合」に合致するようにしました。

環境マネジメントシステム全体の管理は、経営者の社長から任命され
た環境管理責任者が行ない、各職制の長が活動の方向性を定め、環
境保全活動を推進しています。

環境マネジメントシステムの認証
　2017年2月に外部機関の審査を受け、認証
が更新されました。また、ISO14001の規格が
改訂になったことを受け、これに対応すべく
マニュアル改訂などの準備を進めています。

環境苦情（総発生件数 ０件）
　2016年度は、環境に関する苦情はありませんでした。今後も近隣
住民の皆さま、お客様、お取引先の皆さま、行政等と連携を取りなが
ら環境保全活動に努めていきます。

環境不適合※1（総発生件数 ３件：浜岡事業所３件）
　2016年度は、浜岡事業所にて環境に関する不適合が3件発生しま
した。それぞれ関係する行政機関と協議の上、適切に対応し、原因究
明と対策の実施により再発防止に努めています。

当社グループでは、「事業活動で生じた全廃棄物のうち、最終的に埋立処分となる廃棄物量
を１％以下とすること」と定めています。

※2 ゼロエミッション

廃棄物削減・資源循環の推進
　2009年度に達成したゼロエミッション※2を2016年度も継続して
います。廃棄物の再資源化率は2010年度から引き続き99.9％を維
持しています。
　廃棄物の総発生量は2015年度より２３％増加しました。これは微粉
体製品生産において、廃水の発生割合が高い製品の生産量が増加し
たこと、また狭山事業所での粘着剤製品生産時の洗浄回数増加が主
な原因です。今後、生産工程での工夫をはかるなど廃棄物の総発生量
の削減に取り組んでいきます。

環境効率＝
生産高･･･グループ内生産量（単位ｔ）

生産時の環境負荷･･･ＣＯ₂排出量（単位ｔＣＯ₂）
当社グループの環境効率の指標

環境配慮型製品
売上高比率向上の推進  売上高比率 15.5％

 環境効率 8.85

 環境効率 0.20

 環境効率 0.21

 CO₂排出量 2,090ｔ

 売上高比率 16.2％
 環境効率 8.64
 環境効率 0.19
 環境効率 0.43
 CO₂排出量 2,225t

(1) 粘着剤製品・特殊機能材製品

(2) 微粉体製品

(3) 加工製品

(4) 非生産部門

❶廃棄物量削減、再資源化対策の実施
❷臭気・揮発性有機化合物(VOC)発
生源対策の実施

●排水減量設備によるＥ型排水の削減（狭山）
●洗浄溶剤リサイクル実施（浜岡、狭山）
●新規洗浄溶剤使用量削減（浜岡）　　

地
球
温
暖
化
防
止
の
推
進

化学物質による汚染防止
および環境リスクの低減

※1
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原料・資材 39.20千t

エネルギー
（原油換算）

電力： 3,104千t
その他： 970千t

上水： 101.92千㎥
地下水： 16.33千㎥

総物資投入量
9.41千t
CO2

4.56千t
リサイクル

5.04t
廃棄物量

9.5t
排出量

59t
移動量

117.99千㎥

118.25千㎥
総水資源量

4,074千t
総エネルギー

水資源

SOX： 0.00t
NOX： 0.83t

排水

化学物質
（PRTR）

大気放出

廃棄物

粘着剤・特殊機能材
製造工程

微粉体製造工程 加工製品製造工程

重合

濾過

製品

重合

洗浄

乾燥

製品

塗工

乾燥

熱 熱

熱

熱

製品

廃水

溶剤
蒸気
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　粘着剤製品・機能材製品は生産量が減少、微粉体製品は設備の稼
働率が上がりCO2排出量が増加したため、環境効率は低下しました。
また、非生産部門では浜岡事業所の熱媒体油再生設備の稼働により、

ＰＲＴＲ制度（化学物質排出移動量届出制度）に基づき、対象物質
の排出量の削減に取り組んでいます。２０１６年度は、排出量９．５ｔ
（2015年度１０．３ｔ）、移動量５９ｔ（同４８ｔ）となり、移動量は生産量
の増加により約23％の増加となりましたが、排出量は前年度より
削減できました。

地球温暖化防止、化学物質による汚染防止、環境リスク低減、資源循環、自然エネルギー・非枯渇
資源の活用など地球環境の保全と社会の持続的発展に貢献する一連の製品群です。

SKダイン®（シロップタイプ・エマルジョンタイプなど）

溶剤不要のものや水に分散したもの
など、有機溶剤使用量削減を実現し
ます。

有機溶剤であるトルエンを含まない、
または有機溶剤を一切使用しないの
で環境負荷を軽減します。

独自の製造方法により、生産中の水
の使用量を削減します。

無溶剤型の粘着剤を使用しているので、でで
人体や環境への影響を抑えられます。すす

熱媒ヒーターの燃料にガスを使用し、
CO₂排出量を削減します。

粘着剤
トルエンフリーサーモラック、アクトフロー®

特殊機能材 環境配慮型製品売上高比率

PRTR対象物質

PCB含有廃棄物について「PCB特別措置法」に基づき適正に管
理してきましたが、2016年度に狭山事業所で保管していた廃棄
物の処理を終了し、これですべての事業所のPCB含有廃棄物の
処理を完了しました。

PCB含有廃棄物の処理

法的基準値以下の維持継続のため、騒音発生源の遮蔽による緩
和、騒音発生作業の見直しなどを行なっています。2015年度に
引き続き、狭山事業所北側の敷地境界線の騒音測定を実施し、
基準値以下であることを確認しています。また、工事の実施前に
は環境影響評価を行ない、必要な予防措置を実施しています。

騒音・振動対策

生産工程などにおいて使用する有機溶剤や原料による臭気漏え
い、大気汚染を防ぐため、ＶＯＣ発生源の遮断、脱臭設備の増強
などの対策を進めています。2016年度は、新たな設備導入は行
ないませんでしたが、2015年度に引き続き定期的に臭気測定を
実施し、臭気の発生抑制に努めています。

VOC（揮発性有機化合物）臭気対策

環境効率（粘着剤・特殊機能材、微粉体、加工製品） 非生産部門のCO2排出量

ケミスノー®（ＭＰ・ＭＺシリーズ）
微粉体

JETテープ®

加工製品

熱媒ヒーター
装置・システム
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浜岡事業所の危険物倉庫の屋根に遮熱
シートを施工しました。
これにより、夏場の倉庫屋根の温度上昇が
抑えられ、エアコンの電気使用量が削減で
きる見込みです。

狭山事業所浜岡事業所本 社

綜研テクニックス
設備管理部 浜岡設備T

横山秀行
倉庫の遮熱シート

環境配慮型製品売上高比率向上の推進
製品の生産工程および使用時における環境負荷低減を企図した、環境配慮型製品※1の開発と提供に取り組んで
います。2016年度は全製品中の売上高比率15.5％を目標に活動し、販売拡大などによって目標を達成しました。

化学物質による汚染防止および環境リスクの低減
各事業所周辺の環境に配慮しながら安全な事業活動を継続するために、関連法規等の遵守に加え、管理対象となる
化学物質を適切に取り扱うことで大気中への放出を抑制しています。また、事業活動に伴い発生する騒音、振動を
抑制するための対策を実施し、以下の環境リスク対策に取り組んでいます。

※1 環境配慮型製品

物質を溶かすために用いられる有機物の
液体です。一般的に揮発性が高く、大量に
放出されると地球温暖化や大気汚染の原
因となるほか、シックハウス症候群などの
健康被害を引き起こす原因とされています。

☆有機溶剤とは

各製品の環境配慮方法例

地球温暖化防止の推進
設備の運用管理や更新等により、CO₂排出量の削減など、地球温暖化防止活動を推進しています。評価指標として、
生産部門では、製品分野ごとの環境効率（生産量／生産に関わるＣＯ２排出量）で、直接生産に関わらない非生産部門
では、ＣＯ２排出量で評価しています。

環境効率とCO2排出量
ＣＯ２排出量は増加しました。今後、生産工程の見直しや設備の効率的
な稼働に努め、環境効率向上とCO2排出量削減に向けて取り組んで
いきます。

２０１６年度の取り組み事例
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盤錦遼河綜研化学有限公司司学河

会社綜研テクニックス株式会社社株ニ綜

綜研高新材料（南京）有限公司公南高

綜研化学アジア株式会社ア株綜研研研 ア

綜研化学（蘇州）有限公司）化綜研化学（蘇州）有限公

寧波綜研化学有限公司有波

環境効率と生産部門CO2排出量
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廃棄物量

泉浦 伸行

綜研テクニックス株式会社

狭山事業所

当社グループで数多くの実績があるケミカルズ製品のプラントや熱
媒技術のノウハウを活かして、環境に優しい装置の開発に注力して
います。特に溶剤回収装置は、廃溶剤を再生するだけでなく、省エネ
ルギーかつ安全に運転ができるので、人にも環境にも優しい装置で
す。将来的に多様な溶剤にも対応できるよう開発を進めていきます。

狭山事業所は、周囲を住宅に囲まれる環境に立地していることから、
周辺地域の皆さまに安心感を持っていただける事業所運営が求め
られています。このため、安全には細心の注意を払うことはもちろ
ん、騒音・臭気対策においても同様に重要視して取り組んでいます。
加えて、2015年度からエネルギー管理指定工場となったこともあ
り、エネルギー使用量の削減に努めてきましたが、同時に進めてき
ました廃棄物排出量削減のための装置稼働に多量のエネルギーを
要した結果、残念ながら事業所全体のエネルギー使用量は増加し
てしまいました。
これまで実績を挙げてきた諸施策の継続もさることながら、エネル
ギー使用量の削減が今後の大きな課題となっています。

事業所データ サイトレポート
綜研化学グループのCSR活動についてご紹介します。

所在地
従業員

東京都豊島区高田三丁目29番5号
52名

生産・販売品目：熱媒体・熱媒ボイラー・プラン
トエンジニアリング・メンテナ
ンス

：
：

綜研化学（蘇州）有限公司

2015年度に導入した排気ガス処理設備と排水処理設備が本格的に
稼動し、工場から排出されていた有機ガスと排水を大幅に削減しまし
た。また、微粉体生産工場の集塵設備の改造、樹脂工場操作室の見
直しを行ない、安全で作業のしやすい環境づくりにも取り組んでいま
す。今後もより一層環境と安全に配慮した活動を推進していきます。

所在地
従業員

中国江蘇省蘇州市工業園区星龍街271号
141名

生産・販売品目：アクリル系粘着剤・機能性高
分子・有機微粒子 

：
：

寧波綜研化学有限公司

大気中への排出が制限されているVOCを管理するため、LDAR検査
修復システムを導入しました。定期的に配管やパッキンなど漏えいの
可能性がある箇所を点検し、異常が発見された箇所を迅速に修理する
ことでVOCの排出を削減・抑制します。今後も、設備の保守・保全に努
め、効率の良い生産と環境負荷低減に積極的に取り組んでいきます。

所在地

従業員

中国浙江省寧波市大榭開発区榭西工
業区東湖路7号
291名

生産・販売品目：アクリル系粘着剤・粘着テープ 

：

：

所在地

従業員

中国江蘇省南京市六合区南京化学工
業園区崇福路300号
67名

生産・販売品目：アクリル系粘着剤・機能性高
分子

：

：

所在地

従業員

：

：

Amata Nakorn Industrial Estate, 
700/699 Moo.1 T. Phanthong, 
A.Phanthong Chonburi Province 
20160, Thailand
59名

生産・販売品目：アクリル系粘着剤・粘着テープ

綜研化学アジア株式会社

環境配慮型製品の開発、販売に積極的に取り組んでいます。特に、
VOC発生量を低減した粘着テープは、製造工程の工夫により高品
質と環境負荷低減を実現しており、お客様からご好評をいただ
いています。ASEAN地域で高まっている環境保全へのニーズに
対応するため、さらなるラインアップ拡充に努めていきます。

綜研高新材料（南京）有限公司

「安全第一、予防主要、総合整備」をスローガンとし、ヒヤリハッ
ト・KYT等の安全活動を通じて、作業一つひとつのリスクを意識
し、無災害労働日数を継続しています。環境面では雨水、汚水、有
機溶剤大気放出濃度の日常監視と、COD値の低減、廃棄物発生
量の削減に取り組んでいます。

盤錦遼河綜研化学有限公司　※持分法適用関連会社

従業員の生活支援を目的に、会社の幹部たちが家庭で使用してい
ない家電や余った食糧などを贈る支援活動を行なっています。また
総経理が体調不良で休んでいる従業員を見舞うなど、生活上の支援だ
けでなくコミュニケーション強化にも取り組んでいます。今後も従業
員と会社がともに支え合い、発展できるように努めていきます。

所在地
従業員

中国遼寧省盤錦市興隆台区工業開発区
69名

生産・販売品目：熟媒体

：
：

※従業員数は2017年3月31日現在

●事業所設置：１９６１年
●敷地面積：２８，７９５㎡
●所在地：埼玉県狭山市広瀬東一丁目１３番１号
●主な事業内容：粘着剤、微粉体、特殊機能材、加工製品の開発、製造

取締役 執行役員　安全・環境・品質保証、
技術・安全研修センター担当 総務人事部
長（兼）狭山事業所長（兼）浜岡事業所長

狭山事業所全景写真

環境効率(粘着剤・特殊機能材)と
生産部門ＣＯ２排出量
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近藤 秀明

浜岡事業所

浜岡事業所は、量産工場・物流拠点としての役割を担い、お客様に
高品質な粘着剤・特殊機能材を提供しています。
2016年度は資源循環、省エネへの取り組みとして、少量・多品種の
生産を行なっているプラントの洗浄方法を変更し、洗浄溶剤の汚染
度軽減に努めるとともに、全プラント反応缶の汚れ軽減対策を実践
し、薬液洗浄回数を前年比21％削減することで２９．１３ＭＷhの省エ
ネを実現しました。その他、2015年度に引き続き、老朽化したポンプ
の高効率化、工場内照明のＬＥＤ化、倉庫屋根の遮熱化を実施しました。
今後も資源循環、省エネルギーを推進し、環境にやさしい事業所を
目指します。 ●事業所設置：１９９２年

●４６，８６９㎡
●所在地：静岡県御前崎市池新田８６６５番１号
●主な事業内容：粘着剤、特殊機能材の製造

樹脂生産部
樹脂生産工場長

浜岡事業所全景


